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由利本荘市立東由利中学校 【学校教育目標】
清らかにたくましく
学校だより
Ｎ０３１
令和6年11月1日(金)学校ＨＰ

２９日（火）５，６時間目に体育館を会場に「がん教
室」が開かれ、全校生徒が参加しました。「がん教室」
は、がんについて正しい知識を身に付けるとともに、自
分や大切な人の健康や命について考えることを目的とし
て行われています。
はじめに、講師の秋田厚生医療センター呼吸器内科の

守田＊先生より、「象の背中」というアニメ動画を視聴し
た後、がんが起こるしくみや原因、予防や治療などにつ
いてスライドを用いて分かりやすく説明いただきました。
がんは日本人の死因第１位であるとともに、２人に１

人がかかる病気でありながらも、早期発見によって治る
病気であることを説かれていました。症状が出てからでは進行
が速く、手遅れになる可能性が高まることから、早めの検診が
重要であると訴えました。
続いて、あけぼの秋田代表の佐藤＊＊さんに、数々の啓発活

動や救済への取組などを、ご自身の体験談とともに語っていた
だきました。佐藤さんは、老方出身の下郷中学校の卒業生とい
うことで、講話後の演習活動でも、ひ孫ほどの生徒達に熱心に
声をかけ、愛着をもって様々なお話をされていました。手術前
に遺書を書かれたなど、体験者ならではのエピソードは、命や
健康が重みを伴って深く心に響くものでした。
後半は、講話を受けて、「大切な人のために何ができるか」

を考え、グループで考えを出し合いました。グループからの発
表では、「検診や予防接種をすすめる」「規則正しい生活習慣」
「栄養バランスのとれた食生活」「運動をすすめる」「お酒の飲
み過ぎやたばこを注意」などの意見が出され、がんから命を守
るための行動について確認をしました。生徒にとっての「大切
な人」には、家族が多く挙げられていました。ぜひ、この機会
に各ご家庭でも話題にしてみてはいかがでしょうか。

自分ができる行動についてグループワーク

がんにかかわる話を真剣に聴講
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タイピングソフトを用いてその速さを競う

「第３回由利本荘市学ぶんタイピング競技会」

において、齊藤＊＊さんが３年生の部で２５，

４８２点を獲得し、第９位に入り、この度賞

状が授与されました。

２ヶ月以上にわたり誰

でも何度でもチャレンジ

できるこの競技、今回挑

戦者もかなり増えた中で

の堂々の入賞です。おめ

でとうございます。

２５日（金）の５、

６時間目の総合的

な学習の時間に、

３年生が八塩いこ

いの森に向かい、

校外学習を行って

来ました。

秋晴れのもと、パ

ークゴルフや八塩

ダム周辺の散策など、思い思い

に自然環境や施設を体感しなが

ら、地域の魅力発信のための材

料を集めました。

今回、タブレットで撮影した写

真や動画は、この後のポスター

製作などに活用予定です。総合

的な学習の発表の中にも反映さ

れることになると思いますので

どうぞお楽しみに。

来週５日（火）より冬期間のスクールバス運行

がスタートします。バスの利用生徒には、利用に

あたっての放課後の過ごし方や乗らない場合の連

絡、乗車のマナーや約束について説明を行いまし

た。また、利用生徒の保護者

の皆様にもお便りを配布して

おりますので、詳しくはそち

らをご覧ください。

○運行期間 １１／５（火）～３／２１（金）

○乗車時刻 登校時……路線や乗車場所による

※時間に余裕をもって集合

下校時……１７：４０

１６：１０（部休日）

○放課後 【１，２年生】部活生徒は活動

部活のない生徒は１階学習室で学習

【３年生】３年教室で学習

○その他 ・同乗する小学生のお手本となるよな

あいさつ、マナーを心がけましょう。

・待機場所や乗降の際は、事故のない

ように安全に留意しましょう。

先日、お配りしたＰＴＡ会報「いずみ」
141号につきまして、（２）のページに一部
誤植がありました。つきましては、別紙に
て訂正したものを配布いたしますので、お
詫びするとともに、差し替えをお願いいた
ましす。
今後はこのようなことがないように気を

付けて参りますので、何とぞご理解のほど
を宜しくお願い申し上げます。

箕面市ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

滝ノ道ゆずる

由利本荘市と大阪箕面市との
協定に伴い、毎年、市内の中学
生訪問団が箕面市を訪れていま

す。今年も来週５日から１
泊２日の日程で、箕面市の
中学校を訪ねて交流を図り

ます。東由利中学校からは畑山＊＊さん（２
年生）が参加するため、３１日には市役所
の政庁で結団式が開かれました。式には、
箕面市の原田市長をはじめ５名の関係の方
も出席され、関西弁も交えながら参加生徒
を激励してくださいました。
その後、参加生徒１０名は、それぞれに

抱負を述べ、＊＊さんも、交流で視野を広
げたり、市の魅力を伝えたりしたい旨を立
派に発表しました。
聞くところによると、訪問先は、制服の

ない学校やアレルギー食品を一切使わない
給食の学校などと聞きます。全く違う環境
や校風、生徒会の取組など様々な文化に触
れて大いに見聞を広めるとともに、その良
いところを持ち帰って、東由利中学校にも
還元してくれることを期待しています。


